
 

２　高槻市自殺未遂者相談支援事業　事業実績

（１）高槻市の受理状況

　 ①受理件数(延） ※本人・家族両方の場合は本人に計上

本人 家族 本人 家族 本人 家族

大阪府警察 16 3 13 24 3 21 20 5 15
三島救命救急センター 6 3 3 9 3 6 4 3 1

市消防本部 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 22 6 16 33 6 27 24 8 16

　 ②年代別 ③男女別

　　　令和３年度は、４０代～７０代が増加しています。

  ④原因動機別（複数回答）
　　　令和３年度は、健康問題及び勤務が増加しています。

  ⑤未遂の手段（重複回答）

１　自殺未遂者相談支援事業について

　自殺再企図の可能性が高い自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐことを目的に、保健所が、警察署等から情
報提供を受けた相談を希望する本人・家族に対して、関係機関と連携し相談支援を行う事業

情報提供元

令和元年度 令和２年度 令和３年度

計
再掲）

計
再掲）

計
再掲）

　令和３年度は、男性、女性共に減少しています。

　　　令和３年度は、刃物が最も多く、ほのめかしが増加しています。
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三島二次医療圏域における自殺未遂者相談支援事業実績
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（２）高槻市の支援状況　

　④支援終了の内訳
　

　 6

3

　　　　　　　　 2

2

2

2

2連絡とれず

他機関へつながった
・病院、訪問看護、高齢者施設入所等。

本人家族の申し出により終了希望

相談希望なし・相談拒否

こころの健康相談に移行
・自殺のリスクは低下したものの、引き続き支
援が必要等。
相談支援の必要なし
・本人、同意者共に状態安定し、相談希望な
く終了。

対象者の転出

　①継続支援の必要性を見極め、初期対応に重点を置いた支援を行う
　②事例検討会の開催　　　課内事例検討会（月1回）
                                      有識者を招いての自殺未遂者等相談支援検討会(年4回)
　
  ③支援結果＜令和3年度受理分＞
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２　茨木保健所自殺未遂者相談支援事業　事業実績

（１）茨木保健所の受理状況

　 ①受理件数(延） ※本人・家族両方の場合は本人に計上

本人 家族 本人 家族 本人 家族

大阪府警察 41 10 31 35 8 27 30 5 25
三島救命救急センター 4 3 2

計 45 38 32

※　以下の集計は、警察署からの情報提供分のみ

　 ②年代別 ③男女別

　　令和３年度は、20代が微増、40代・60代が増加しています。 　令和３年度は、男性が増加、女性が減少しています。

  ④原因動機別（複数回答）
　　　令和３年度は、経済・生活問題が増加しています。

  ⑤未遂の手段（重複回答）

情報提供元

令和元年度 令和２年度 令和３年度

計
再掲）

計
再掲）

計
再掲）

　　　令和３年度は、刃物とほのめかしが多くなっています。
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（２）茨木保健所の支援状況　

　④支援終了の内訳
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相談希望なし・相談拒否

本人家族の申し出により終了希望

他機関へつながった
一般医療機関・精神科医療機関

その他
対象者死亡・再度受理・連絡取れず・転出な
ど

相談支援の必要なし
本人、同意者共に状態安定し、相談希望なく
終了

こころの健康相談に移行
自殺のリスクは低下したものの、引き続き支
援が必要なため保健所の通常の相談で対応

　①警察からの情報提供を受け、同意者へ保健所から連絡を行い、迅速に対応。
　②事例検討会の開催　　　所内事例検討会（月1回）
                                      講師を招いての自殺未遂者等相談支援検討会(年１回)
　
  ③支援結果＜令和3年度受理分について、令和4年9月末時点＞

4


